
戦

後

農

政

の

展

開

と

農

業

地

理

学

の

動

向

l
t政
策
と
地
域
形
成

i
!

新

井

鎮

久

は
じ
め
に

高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
農
業
政
策
の
う
ち
、
農
業
地
域
の
再
編
成

K
大
き

念
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し
て
、

一
九
六
二
年
に
発
足
し
た
農
業
構
造
改
善

事
業
と

一
九
七

C
年
に
は
じ
ま
る
米
生
産
調
整
政
策
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き

る
o

前
者
の
農
業
構
造
改
善
事
業
は
基
本
法
ー
農
政
の
根
幹
で
あ
り
、
後
者
の
米

生
産
調
整
政
策
は
総
合
農
政
を
象
徴
す
る
政
策
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
o

農
業
構
造
改
善
事
業
を
中
核
と
す
る
基
本
法
農
政
は
、
都
市
化
・
工
業
化
の

進
展
、
農
産
物
需
要
構
造
の
変
化
、
農
業
生
産
技
術
の
革
新
等
と
相
倹
っ
て
、

農
業
地
域
構
造
と
農
業
生
産
の
地
域
的
配
置
に
大
き
左
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
結
果
、

ζ

れ
ら
の
変
化
を
反
映
し
て
農
業
地
理
学
の
研
究
動
向

K
も
、
農

浩
一
京
地
域
の
形
成
と
構
造
に
分
析
の
視
角
を
設
定
し
た
研
究
の
増
加
と
と
も

K
、

「
政
策
と
地
域
形
成
i

一
と
い
う
新
た
左
領
域
が
加
え
ら
¥
れ
る
こ
と
忙
な
っ
た
。

か
つ
て
筆
者
は
「
戦
後
農
政
の
展
開
と
農
業
主
理
学
の
私
見
に
つ
い
て
概

観
し
た
際
に
、
高
度
経
済
成
長
期
以
前
の
農
業
地
理
学
的
研
究
動
向

K
み
ら
れ

る
問
題
点
と
し
て
、

「
資
本
対
農
民
」

-
「
農
民
層
の
A
A
化
介
解
」

「
政
策

と
地
域
形
成
」
左
ど
の
分
析
視
角
が
欠
落
し
て
い
る
と
と
左
い
し
不
十
分
で
あ

る
と
と
を
指
摘
し
た
。
本
橋
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
う
ち
と
く

K
「
政
策
と

地
域
形
成
」
に
注
目
し
な
が
ら
、
基
本
法
農
政
段
暗
な
ら
び

K
総
合
農
政
段
階

k
h
v
け
る
農
政
の
展
開
と
農
業
地
理
学
の
動
向
に
つ
い
て
、

展
望
す
る
こ
と
に

し
た
。レ
ポ
ー
ト
作
成
の
た
め
に
検
討
し
た
文
献
の
範
囲
は
、

地
理
学
評
論
、
人
文
地
理
、
経
済
地
理
学
年
報
、
東
北
地
理
、
歴
史
地
理
学
紀

要
、
新
地
理
の
六
地
理
学
会
誌
‘
な
ら
び
に
雑
誌
「
地
理
」
所
収
の
論
文
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
以
降
の

左
分
、
各
大
学
地
理
学
教
室
の
研
究
紀
要
の
収
集
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、

単
行
本
の
検
討
を
省
略
し
た
乙
と
、
他
学
会
の
機
関
紙

K
発
表
さ
れ
た
地
理
学

関
係
諸
学
会
所
属
会
員
の
研
究
を
割
愛
し
た
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
本
レ
ポ

ー
ト
が
対
象
と
す
る
領
域
の
研
究
動
向
を
、

必
ら
ず
し
も
十
分
に
把
握
し
た
も

の
で
は
左
い
と
と
を
あ
ら
か
じ
め
な
断
わ
り
し
て
な
き
た
い
。

一
、
農
業
構
造
改
善
事
業
を
中
心
と
し
た
土
地
基
盤
整
備
事
業
と

農
業
地
理
学
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高
度
経
済
成
長
期
の
農
政
基
調
は
、

価
格
政
策
か
ら
構
造
政
策
へ
、
社
会
政
一

策
的
左
「
面
」
の
保
護
農
政
か
ら
産
業
政
策
的
左
「
点
」
の
選
別
農
政
へ
と
移

行
す
る
。

乙
の
農
政
墓
調
の
転
換
を
象
徴
す
る
も
の
が
農
業
基
本
法
の
成
立
で

あ
る
o

農
業
基
本
法
は
農
産
物
輸
入
の
自
由
化
、
農
産
物
需
要
構
造
の
変
化
、

農
業
生
産
要
素
の
流
出
等
を
背
景
に
し
て
成
立
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
改
善
、

農
業
生
産
の
選
択
的
拡
大
、
自
立
経
営
農
家
の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
発
足
し

た。
生
産
基
盤
の
改
善
、

具
体
的
に
は
農
業
構
造
改
善
事
業
を
中
心
と
し
た
土
地

基
盤
の
整
備
効
果
左
ら
び
に
経
営
近
代
化
施
設
の
設
置
効
果
に
関
す
る
研
究
は
、

こ
の
種
の
事
業
の
多
〈
が
水
稲
波
培
を
対
象
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
、

旧
来
の
小

農
技
術
体
系

K
代
る
機
械
化
省
力
技
術
体
系
の
確
立
が
米
作
分
野
氏
顕
著
医
進

行
し
た
こ
と
な
ど
の
理
由

K
よ
っ
て
、
水
田
水
稲
作
地
域
に
や
や
偏
し
て
進
め



ら
れ
た
。

分
析
の
視
角
も
以
下

K
述
べ
る
と
な
り
、

土
地
基
盤
整
備
|
|
大
型
農
業
機

械
・
施
設
の
導
入

l
l
生
産
組
織
の
再
編
成
と
い
う
図
式
の
念
か
で
と
ら
え
た

も
の
が
最
も
多
〈
、

こ
の
ほ
か

K
は
、
省
力
効
果
と
し
て
の
発
生
余
剰
労
働
力

の
動
向

K
着
目
し
て
、
農
家
形
態
の
変
化
や
農
業
経
営
形
態
の
再
編
成
を
と
り

あ
げ
て
考
察
し
た
作
品
、
が
よ
び
土
地
基
盤
整
備
事
業
を
契
機
と
す
る
農
業
水

利
空
間
の
再
編
成
過
程

K
つ
い
て
論
じ
た
作
品
が
、
若
干
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ

る。
農
業
地
理
学
関
係
者
の
う
ち
で
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の
諸
作
用

K
つ
い
て

{
9・
“
}

い
ち
早
く
着
目
し
た
の
は
、
高
橋
正
明
(
一
九
六

K
)
で
あ
っ
た
。

高
橋
は
非
農

業
部
門
へ
の
労
働
力
流
出
機
会
の
少
な
い
滋
賀
県
野
洲
川
上
流
域
の
農
業
構
造

改
善
事
業
を
と

b
あ
げ
、
空
間
的

K
限
定
さ
れ
た
土
地
基
盤
整
備
事
業
で
は
、

水
稲
生
産
組
織
を
再
編
成
す
る
ほ
ど
の
機
能
を
も
ち
得
左
い
と
と
を
指
摘
し
、

事
業
効
果
の
限
界
を
明
ら
か

K
し
た
。
(
3
)
 

同
じ
頃
、
松
井
貞
雄
(
一
九
六
八
)
は
、
前
者
の
野
洲
川
流
域
と
正
反
対
の

社
会
環
境

K
あ
る
、
名
古
屋
近
郊
農
村
の
変
貌
の
特
徴
的
現
象
と
し
て
、
稲
作

生
産
の
地
域
的
組
織
化
を
抽
出
し
、
そ
の
推
進
力
と
し
て
地
方
自
治
体
・
農
業

団
体
の
指
導
力
を
高
〈
評
価
す
る
と
と
も

K
、
組
織
化
現
象
を
「
近
郊
農
村
の

合
理
的
・
理
想
的
対
応
の
姿
勢
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
松
井
の
「
政
策
と

地
域
形
成
」
と
い
う
問
題
意
識
は
、

そ
の
後
の
地
域
研
究

K
か
い
て
も
随
所

K

展
開
さ
れ
、
斯
界
の
研
究
水
準
を
示
す
存
在
と
左
っ
て
い
る
。

蒲
原
平
野

k
b
け
る
生
産
手
段
の
大
規
模
化

K
伴
う
生
産
組
織
の
再
編
成
と

個
別
経
営
と
の
関
係
を
追
求
し
、
農
民
内
部
の
対
立
と
農
民
層
の
分
解

K
つ
い

(

4

)

 

て
論
及
し
た
川
上
誠
〈
一
九
六
九
)
の
検
証
も
注
目
に
値
す
る
。
川
上
は
そ
の
後

も
水
稲
生
産
組
織
の
問
題
と
精
力
的
に
取
り
組
み
、

一
九
払
郡
山
平

K
は
水
稲
生

産
組
織
の
系
譜
的
類
型
化

K
関
す
る
成
果
を
報
告
し
て
い
る
。

ζ

の
ほ
か
岩
手
県
花
巻
市
の
開
田
事
業
地
区
と
旧
田
地
区
の
稽
作
機
械
共
同

利
用
組
合
の
展
開
過
程
を
分
析
し
、
地
域
農
業
が
か
か
え
る
諸
問
題
を
検
討
し

(
6
)

、

ー

た
三
上
美
智
子
(
一
九
七
五
)
川
上
と
同
じ
く
、
生
産
組
織
が
個
別
経
営

K

及
ぼ
す
機
能
に
つ
い
て
、
福
井
県
丸
岡
町
を
と
h
J
あ
げ
て
考
察
し
、
組
織
の
存

立
基
盤
の
特
殊
性
と
ぜ
い
弱
性
を
指
摘
し
た
水
間
不
二
雄
・
笠
間
悟
(
一
九
七

(
7
)
 

六
)
ら
の
研
究
も
、
丹
念
に
実
証
さ
れ
た
労
作
で
あ
る
。

行
政
主
導
型
の
機
械
化
と
共
同
化
が
進
展
す
る
十
勝
農
業

K
つ
い
て
、
経
営

{
0
0
}
 

近
代
化
と
離
農
の
関
連
を
統
一
的

K
と
ら
え
よ
う
と
し
た
長
岡
顕
(
一
九
七
六
、
)

ゃ
、
同
じ
く
農
業
生
産
法
人
の
成
立
と
農
地
問
題
を
と
ら
え
、
法
人
経
営
の
発

農
を
農
民
層
分
解
の
帰
結
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
進
藤
賢
一
(
一
九
七

(
9
)
 

六
)
等
の
共
同
研
究
も
、
組
織
活
動
な
ら
で
は
の
ま
と
ま
り
と
広
が
り
を
も
っ
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た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
諸
論
文
は
、

い
ず
れ
も
稲
作
生
産
構
造
も
し
く
は
そ
れ
を
地

010域
))と

はの
、関

連
で
と
ら

え
た
も
の
で
あ
る。
ζ

れ

K
対
し
て
山
本
正
三
(
一
九
七

「
農
業
生
産
の
基
盤
整
備
や
地
域
的
な
生
産
組
織
の
育
成
策
が
農
業

空
間
構
造

K
与
え
た
影
響
」

K
つ
い
て
、
水
利
組
織
の
用
・
排
水
機
構
や
農
業

協
同
組
合
の
生
産
・
集
荷
機
構
を
中
心

K
考
察
し
た
。
農
業
地
域
の
空
間
構
造

を
並
列
・
放
射
・
集
中
の
三
類
裂
に
整
理
し
た
山
本
の
地
域
構
造
論
的
左
試
論
は
、

生
産
力
視
点
か
ら
の
経
営
経
済
学
的
接
近
が
大
勢
を
占
め
る
な
か

K
あ
っ
て
、

示
唆
に
富
ん
だ
出
色
の
論
文
と
い
え
る
。

左
h
g

富
山
地
理
学
会
グ
ル
ー
プ

K
よ
る
富
山
平
野
を
中
心
と
し
た
一
連
の
研

(

4

1

)

‘
 

究
も
、
地
域

K
密
着
し
た
地
方
学
会
の
利
点
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
し
て
、



こ
の
領
域
に
か
け
る
研
究
の
推
進
力
と
な
っ
て
き
た
。
地
域
認
識
姿
勢
の
是
非

は
き
て
な
い
て
、
看
過
し
て
は
念
ら
念
い
学
会
動
向
の
一
駒
で
る
ろ
う
o

水
穏
を
基
幹
作
部
門
と
す
る
農
業
構
造
改
善
事
業
地
域
で
の
発
生
余
剰
労
働

力
の
去
就
に
着
目
し
て
、
農
家
形
態
の
変
化
や
農
業
経
営
形
態
の
再
編
成
を
と

。

(

ロ

)

(

日

)

(

H

H

)

り
る
げ
た
研
究

K
は
、
筆
者
へ
一
九
七

O
)
と
阿
部
和
夫
(
一
九
七

O
)
の
報

告
が
あ
る
o

前
者
は
富
山
県
射
水
平
野
の
新
産
都
市
近
郊
農
村
な
よ
び
首
都
近

郊
農
村
を
、
同
じ
〈
後
者
(
阿
部
)
は
岩
手
県
砂
鉄
川
流
域
農
村
を
例
に
そ
れ

ぞ
れ
検
討
し
た
。

土
地
基
盤
整
備
事
業
を
契
機
と
し
た
農
業
水
利
組
織
の
変
更
や
水
利
空
間
の

「
用
水
の
社
会
的
性
格
」
を
視
点
に
水
利
閏
体
の
行
政
(
日
)

機
調
へ
の
包
填
過
程
を
宮
田
用
水
地
域
を
聞
に
論
じ
た
新
井
信
男
(
一
九
七
三
)

再
編
成
に
つ
い
て
は
、

と
、
黒
部
川
一
同
一
状
地
の
農
業
水
利
空
間
の
再
編
過
程
を
地
域
構
造
論
的
に
と
ら

(

日

山

)

え
た
間
休
明
(
一
九
七
四
)
合
研
究
が
あ
る
。
と
も
に
論
旨
が
よ
く
整
理
さ
れ

た
レ
ポ
ー
ト
で
る
る
o

な
な
黒
部
川
一
円
一
状
地
の
農
業
と
農
村
の
変
貌
過
程
に
つ

(
幻
)

主
態
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
山
本
正
一
二
・
田
林
明
(
一
九
七
五
)

い
て
、

の
研
究
も
者
欲
的
で
あ
る
。

一
一
、
選
択
的
拡
大
生
産
政
策
と
農
業
地
域
論

輸
入
費
産
物
と
の
競
合
を
回
避
し
、

米
麦
偏
重
型
の
生
産
構
造
を
打
破
す
べ

く
設
定
さ
れ
た
孜
策
白
標
「
襲
業
生
産
の
選
択
的
拡
大
1

一
は
、

い
わ
ゆ
る
適
地

適
理
主
連
代
基
づ
く
生
産
地
形
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
選
択
的
拡

十
人
生
産
の
一
回
的
実
現

l
i
主
意
地
形
成
ー
ー
を
指
向
す
る
農
業
構
造
改
善
事
業

(

泊

目

)

や
経
営
部
門
別

K
設
定
さ
れ
た
各
種
助
戎
策
は
、
農
業
地
域
の
再
編
成
と
趨
品

生
産
の
地
域
的
動
向
を
規
定
す
る
重
要
左
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、
研
究
者
の
注

日
す
る
と
乙
ろ
と
在
っ
た
。

と
こ
ろ
で
選
択
的
拡
大
生
産
政
策
合
主
要
対
象
が
、
畜
産
・
果
樹
・

2m棄
の

三
部
門
に
な
か
れ
て
い
た
と
と
か
ら
、

研
究
の
多
く
は
、

乙
れ
ら
三
部
門
の
産

地
形
成
と
産
地
構
造
の
解
明
を
中
心

K
展
開
を
み
る
と
と
に
な
る
。
以
下
、

「
政
策
と
地
域
形
成
」
を
視
点

K
し
た
研
究
動
向
を
経
営
部
門
別
に
展
望
し
て

み
た
い
。

農
業
政
策
と
酪
農
地
域
論

酪
農
地
域
の
発
展
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
乳

業
資
本
の
動
向
は
も
ち
ろ
ん
、
関
連
振
興
諸
施
策
の
接
関
を
き
て
な
い
て
、

と

れ
を
論
ず
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
る
る
。
酪
襲
地
域
の
発
展
に
直
接
か
か

(

明

日

)

わ
る
致
策
要
因
と
し
て
は
、
飴
農
振
興
法
を
は
じ
め
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、

(
加
)

農
業
構
造
改
善
事
業
、
各
種
制
度
資
金
、
不
足
払
制
度
等
が
あ
げ
ら
れ
、
間
判
援

。。
'
B
A
 

的
要
因

K
は
水
田
作
付
転
換
政
策
を
例
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
諸

要
因
の
う
ち
に
は
、
制
度
資
金
や
酪
農
振
興
法
の
よ
う
に
す
べ
て
の
酪
農
民
地
域

の
成
立
・
発
展
に
か
か
る
要
因
も
あ
れ
ば
、
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
や
不
足
払

制
度
の
よ
う
代
北
海
道
酪
農
や
山
地
酪
農
の
展
開
を
規
定
し
た
り
、
水
田
作
付

転
換
政
策
の
よ
う
に
水
田
酪
曲
授
の
展
開
に
影
響
を
な
よ
ほ
し
て
い
る
も
の
も
あ

る。
上
述
の
「
乳
業
資
本
」
と
「
政
策
」
の
両
視
点
を
、

研
究
対
象
地
域
が
が
か

れ
た
状
況
に
応
じ
て
取
捨
選
択
し
、

あ
る
い
は
軽
重
を
も
た
せ
与
な
が
ら
展
開
し

て
い
る
酪
農
地
域
論
の
う
ち
、
乳
業
資
本
と
酪
護
政
策
の
南
要
因
に
注
目
し
て

(

幻

)

(

幻

)

論
じ
た
の
は
、
事
西
大
和
(
一
九
七

O
)
と
山
本
公
之
(
一
九
七
)

J

で
あ
一
る
。

葛
西
は
十
勝
平
野
に
な
げ
る
犠
曇
の
発
畏
過
程
を
加
工
資
本
と
の
一
関
連
で
と
ら

え
え
際
氏
、

「
乳
業
資
本
間
の
原
料
乳
獲
得
競
争
が
も
た
ら
し
た
相
対
的
合
高



乳
価
と
積
極
的
左
酪
農
政
策
の
展
開
と
が
発
展
の
重
要
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
」

と
し
、
後
者
山
本
は
大
都
市
近
郊
の
大
規
模
酪
農
の
系
譜
・
存
立
基
盤
に
視
点

「
耕
作
農
民
系
譜
の
頭
数
規
模
拡
大
は
、
地

を
が
い
た
調
査
報
告
の
左
か
で
、

一
冗
プ
ラ
ン
ト
の
多
頭
化
資
金
の
ほ
か
に
近
代
化
資
金
・
酪
農
資
金
な
ど
の
制
度

資
金

K
大
き
く
依
存
し
左
が
ら
展
開
し
た
」
乙
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ

K
対
し
て
、

「
政
策
と
酪
農
地
域

(
忽
)

形
成
」
の
両
者
を
統
一
的

K
と
ら
え
た
の
が
山
口
不
二
雄
(
一
九
七
三
)
で
あ

「
乳
業
資
本
と
酪
農
地
域
支
配
」
・

る
。
す
左
わ
ち
、
生
乳
生
産
配
置
の
把
握
を
試
み
た
山
口
は
、
検
討
を
通
じ
て
、

資
本
主
導
型
市
場
編
成
の
も
と
で
の
諸
価
格
範
鴎
の
実
現
い
か
ん
が
個
別
酪
農

経
営
の
発
展
と
分
解
を
規
定
す
る
こ
と
、
生
乳
生
産
配
置
の
動
態
と
は
酪
農
経

営
分
解
の
地
域
的
差
異
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
こ
点
を
明
ら
か

K

し
た
が
、
そ
の
際
、
酪
農
振
興
法
(
一
九
五
回
)
の
不
足
払
制
度
(
一
九
六
五
)

に
つ
い
て
も
言
及
し
、

乙
れ
ら
一
連
の
酪
農
振
興
政
策
を
乳
業
資
本
の
市
場
支

配
力
の
強
化
策
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

一
方
、
政
策
と
酪
農
地
域
形
成
を
視
点
と
し
た
考
察
に
は
塚
田
秀
雄
(
一
九

(

勉

)

(

お

)

七
一
)
と
石
原
照
敏
(
一
九
七

E
)
の
労
作
が
あ
る
。
塚
田
は
「
政
治
や
行
政

が
い
か
に
強
〈
地
域
の
在
り
方
を
支
配
す
る
か
」
と
い
う
点
か
ら
、
北
海
道
上

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の
開
拓
酪
農
の
展
開
過
程
を
と
り
あ
げ
、
国
政
金
よ
び
道
政
レ

ベ
ル
の
開
拓
政
策
と
酪
農
政
策
と
が
、
耕
境
地
帯

k
h
F
よ
ほ
す
影
響
の
大
き
さ

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
戦
後
の
北
海
道
開
拓
農
業
の
総
決
算

K
値
す
る
労
作
で

あ
る
。
ま
た
石
原
は
島
根
県
石
見
東
部
を
例

K
、

「
町
当
局
に
よ
る
山
林
所
有

の
権
利
調
整
を
基
盤
と
す
る
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
導
入
と
農
業
構
造
改
善

事
業

K
よ
っ
て
創
ー
さ
れ
た
余
剰
労
働
力
と
が
、
草
地
酪
農
型
の
規
模
拡
大
を

可
能
に
し
た
」
と
し
、
酪
襲
地
域
の
成
立
・
発
展

K
か
か
わ
る
政
策
効
果

K
つ

い
て
言
及
し
た
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う

K
、
酪
農
地
域
の
形
成
要
因
と
し
て
、

一
連
の
生
産

政
策
・
価
格
政
策
を
評
価
し
た
研
究
は
少
な
く
左
い
。
し
か
し
半
ば
政
策
的
に

形
成
さ
れ
た
酪
農
地
域
が
、
今
日
、
抱
え
て
い
る
諸
矛
盾
の
摘
出

K
ま
で
考
察

を
深
め
た
研
究
は
、
そ
う
多
く
な
い
。

生
産
過
剰
傾
向
の
な
か
で
高
度
経
済
成
長
期

K
導
入
し
た
資
本
の

償
却
・
償
還

K
追
わ
れ
る
富
士
西
獲
の
酪
農
地
域
を
例
に
、
大
規
模
酪
農
家
の

そ
の
点
、

成
立
が
必
ら
ず
し
も
経
営
改
善
と
直
結
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ

「
描
農
振
興
策
の
展
開
と
農
民
層
の
分
解
」
を
示
唆
し
た
島
方

(
お
)

洗
一
ほ
か
(
一
九
七
七
)
の
研
究
、
な
ら
び

K
、
農
業
の
主
産
地
形
成

K
内
在

す
る
問
題
点
と
し
て
、
制
度
資
金
な
ど

K
よ
る
過
剰
投
資
傾
向
と
総
合
農
政
下

と
に
よ
っ
て
、

の
大
型
企
業
経
営
育
成
策
は
、
反
面
、
農
民
層
分
解
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
伴

(
刀
)

う
こ
と
を
指
摘
し
た
内
田
実
(
一
九
七
三
)
の
報
告
な
ど
は
、
特
筆
す
べ
き
存
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在
で
あ
ろ
う
。

な
が
、
北
上
山
系
遠
野
地
区
の
畜
産
予
定
基
地
を
対
象

K
農
業
的
土
地
利
用

(
却
)

と
集
落
配
置

K
つ
い
て
検
討
し
た
揚
村
・
河
野
・
徳
江
(
一
九
七
三
)
ら
の
研

究
は
、
戦
後
の
緊
急
開
拓
期
以
降
、
絶
え
て
久
し
い
応
用
地
理
学
的
成
果
で
あ

り
、
そ
の
後
の
行
政
の
地
域
計
麗

K
対
し
て
ど
の
よ
う
左
影
響
力
を
持
ち
得
て

い
る
か
、
続
報
が
待
た
れ
る
研
究
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

市
場
対
応
力
の
高
い
出
荷
組
織
づ
く
り
と

所
要
資
金
規
模
の
大
き
い
生
産
施
設
の
近
代
化
と
い
う
課
題
氏
、
価
格
変
動
幅

農
業
政
策
と
施
設
園
芸
地
域
論

の
大
き
い
生
産
物
の
特
性
が
加
わ
っ
て
、

施
設
園
芸
地
域
の
形
成

K
占
め
る
自

治
体
と
政
策
の
比
重
は
よ
り
大
き
左
も
の
と
左
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
乙
の

領
域
の
論
文

K
は
「
政
策
と
地
域
形
成
」
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
目
立
ち
、



紹
介

K
値
す
る
作
品

K
も
と
と
欠
か
左
い
。

と
こ
ろ
で
と
の
領
域
で
最
も
傑
出
し
た
研
究
実
績
を
あ
げ
て
い
る
の
は
松
井

貞
雄
で
あ
ろ
う
o

彼
の
「
政
策
と
地
域
形
成
」

K
対
す
る
一
貫
し
た
問
題
意
識

は
、
水
稲
生
産
組
織
の
再
編
問
題
と
と
も

K
、
施
設
園
芸
地
域
論
で
も
い
く
つ

か
の
労
作
を
提
示
し
た
。
以
下
、

主
左
も
の
を
あ
げ
る
と
、

三
河
高
原
西
部
山

村
に
か
け
る
農
業
構
造
改
善
事
業
と
工
場
誘
致
の
波
及
効
果
の
分
析
を
と
な
し

て
、
急
激
左
都
市
化
過
程
の
念
か
で
行
政
的

K
指
導
・
育
成
さ
れ
た
園
芸
農
業

地
域
形
成
力
と
し
て
の
施
策
効
果
と
現
実

(
四
)

と
の
議
離
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
作
品
(
一
九
七

O
て
国
の
連
続
的
・
集
中
的
な

農
業
投
資
が
産
地
形
成
過
程
に
あ
っ
た
渥
美
半
島
の
施
設
園
芸
の
発
展
を
促
進

し
、
き
ら

K
産
地
の
国
定
化
・
大
型
化

K
ま
で
影
響
し
、

の
存
立
基
盤
の
も
ろ
さ
を
指
摘
し
、

乙
れ
を
支
配
し
て
い

る
事
実
を
明
ら
か

K
す
る
と
と

K
よ
っ
て
、
温
室
園
芸
農
業
の
特
産
地
化
傾
向

(
叩
)

が
も
っ
地
域
的
性
格
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
作
品
(
一
九
七
一
)
、
岡
山
県
の

温
室
ブ
ド
ウ
園
芸
地
域
の
発
展
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
経
営
組
織
な
か
ん

づ
〈
、
複
合
経
営
の
内
容
と
国
の
農
業
施
策
|
|
具
体
的

K
は
開
拓
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
や
農
業
構
造
改
善
事
業

l
l
k
対
応
す
る
地
域
農
民
た
ち
の
タ
イ
ミ
ン

(
笥
)

グ
の
適
不
適
を
指
摘
し
た
作
品
(
一
九
七
四
〕
な
ど
で
あ
る
。

松
井
論
文
以
外
で
は
、
神
奈
川
県
秦
野
市

K
が
け
る
一
九
六

O
年
以
降
の
温

室
園
芸
の
展
開
要
国
と
し
て
、
農
地
高
騰

K
伴
う
担
保
能
力
の
強
化
を
習
景
と

寸
る
制
度
資
金
の
導
入
や
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
生
産
と
流
通
施
設
の
整

備
に
よ
っ
て
、
園
芸
農
業
成
立
の
第
一
条
件
と
い
わ
れ
る
資
金
面
の
困
難
を
克

「

2
J

服
し
た
と
と
を
指
摘
す
る
沢
田
裕
之
(
一
九
七
一
」
)
、
国
・
地
方
公
共
団
体
レ

ベ
ル
で
の
農
業
施
策
と
公
共
投
資
が
、

生
産
・
出
荷
両
面
で
の
組
織
化
を
と
な

し
て
、
九
十
九
里
平
野
の
施
設
置
芸
地
域
の
形
成
要
因
と
在
っ
た
こ
と
を
明
ら

(
お
)

か
に
し
た
+
亦
川
泰
司
(
一
九
七
一
)
左
ど
の
研
究
も
み
ら
れ
る
。
赤
川
は
そ
の

(

紘

〉

後
一
九
七
四
年

K
も
、
南
一
房
総
の
花
井
栽
培

K
つ
い
て
考
察
し
、
施
策
的
な
主

産
地
形
成
が
栽
培
地
域
全
般
の
消
長

K
ま
で
影
響
を
が
よ
ぼ
し
て
い
る
と
と
を

報
告
し
た
。

主
産
地
形
成
に
か
か
わ
る
行
政
効
果
の
プ
ラ
ス
面
を
評
価
す
る
上
記
諸
論
文

K
対
し
て
、
そ
の
矛
盾
を
と
ら
え
て
問
題
の
本
質

K
せ
ま
ろ
う
と
し
た
研
究

K

(
お
)

は
、
太
田
理
子
の
レ
ポ
ー
ト
(
一
九
七
七
)
が
あ
る
。
吉
岡
位
農
業
生
産
性
地
域

と
い
わ
れ
る
渥
美
半
島
の
赤
羽
可
を
例

K
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
豊
川
用
水

事
業
左
ど
の
展
開
閉

K
み
ら
れ
る
一
連
の
行
政
縞
策
を
生
産
力
形
成
条
件
と
し
て

一
応
高
〈
評
価
し
つ
つ
も
、
窮
極
的
に
は
、

こ
れ
ら
の
政
策
的
テ
コ
入
れ
や
、

農
協
の
指
導
力
は
、

地
域
農
業
の
構
造
的
矛
盾
を
拡
大
乙
そ
す
れ
、
根
本
的
左

解
決
策

K
は
在
っ
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
た
太
田
の
論
調
は
、
今
後
、
政
策
と
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地
域
形
成
に
関
す
る
新
ら
し
い
考
察
方
向
を
示
唆
す
る
と
と
に
左
る
も
の
と
み

ら
れ
る
。

農
業
政
策
と
高
冷
地
農
業
地
域
論

自
立
経
営
農
家
育
成
の
方
向
を
所
有
権

移
転
に
よ
る
経
営
規
模
拡
大
に
求
め
て
破
た
ん
し
た
基
本
法
農
政
は
、

そ
の
後

一
九
七

O
年
の
農
地
法
改
正
を
足
が
か
り

K
し
て
、

反
農
地
法
的
な
土
地
利
用

秩
序
の
肯
定
と
農
用
地
利
用
増
進
事
業
(
利
用
権
設
定
)
へ
の
道
を
ひ
ら
い
た
。

経
営
発
展
の
方
途
を
高
度
に
集
約
化
さ
れ
た
内
面
的
充
実
(
集
約
経
営

)
K
求

め
る
か
、
ま
た
は
経
営
権
の
受
委
託

K
よ
る
外
延
的
拡
大

K
模
索
せ
ざ
る
を
得

左
い
状
況
の
左
か
で
、
農
民
膚
の
分
化
・
分
解
を
伴
わ
な
い
耕
地
規
模
拡
大
の

可
能
性
を
も
つ
の
が
、

い
わ
ゆ
る
自
然
的
豊
度
と
社
会
的
位
置
条
件
に
恵
ま
れ

左
い
限
界
地
域
で
あ
っ
た
。
事
実
、

一
部
の
限
界
地
域
で
は
飼
料
自
給
基
盤
の

高
い
酪
農
や
高
度

K
商
品
化
さ
れ
た
野
菜
の
大
規
模
産
地
が
展
開
を
み
て
い
る
。



こ
れ
ら
の
産
地
の
多
く
は
、
多
分
に
政
策
的
左
助
成
と
地
方
自
治
体
の
行
政

指
世
毎
げ
い
よ
っ
て
成
立
・
発
展
し
た
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
建
業
政
策

K

限
ら
ず
社
会
政
策
的
に
も
行
財
政
投
入
の
機
会
が
多
く
、

か
つ
加
士
資
本
、
商

社
系
資
本
の
地
域
支
配
力
も
加
わ
っ
た
限
界
地
建
業
問
題

K
閣
す
る
報
告
は
、

後
述
の
果
樹
農
業
地
域
の
場
ム
?
と
同
様
に
ど
〈
少
な
い
。
南
佐
久
に
な
け
る
高

冷
地
野
烹
の
、
主
産
地
形
成
に
果
し
た
農
励
の
役
割
り
を
評
価
す
る
加
藤
武
夫

(
お
)

(
一
九
六
五
て
中
央
高
地
と
関
東
北
西
部
に
な
け
る
古
宮
市
地
閣
芸
農
業
の
最

近
の
一
動
向
氏
関
す
る
報
告
の
中
で
、

野
望
へ
指
定
産
地
制
度
と
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
を
産
地
発
展
の
主
要
契
機
の
一
び
と
つ
と
し
て
指
摘
し
た
市
川
健
夫
(
一
九

(
訂
)

七
四
)
以
外
は
、
寡
間
判

K
じ
て
知
ら
左
い
。

農
業
政
策
と
果
樹
農
業
地
域
論

基
本
法
農
政
の
畏
間
以
来
、
樹
木
農
業
と

〈
げ
い
果
樹
農
業
は
、
成
長
作
目
部
門
の
ひ
と
つ
と
し
て
政
策
的
に
重
視
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
過
剰
を
き
た
す
ほ
ど
の
著
し
い
地
域
的
畏
開
を
と
げ

る
忙
い
た
っ
た
。
乏
か
で
も
農
業
構
造
改
善
事
業

K
よ
る
樹
閣
地
の
整
備
と
拡

大
、
左
ら
び
に
付
随
す
る
近
代
化
事
業
に
よ
る
集
出
荷
施
設
の
整
備
は
、
果
樹

主
産
の
規
模
的
拡
大
と
市
場
対
巴
力
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
産
地
構
造
の
強
化

と
そ
の
地
域
的
展
開
に
貢
献
し
て
き
た
。
反
面
、
輸
入
農
窪
物
と
の
競
合
、

産
過
剰
傾
向
の
深
ま
り
、

加
工
資
本
の
一
進
出
等
は
、
果
樹
農
業
地
域
の
構
造
に

陰
影
を
投
げ
か
け
、
複
雑
左
対
応
上
の
地
域
差
を
生
じ
き
せ
て
い
る
。

と
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
護
政
と
果
樹
農
業
地
域
形
成
」
に
閣

す
る
姉
究
は
以
外
に
少
な
く
、
わ
ず
か

K
「
新
興
遠
日
明
(
熊
本
県
一
内
陸
部
)
葉

産
地
の
成
立
と
発
展
は
、
行
政
諸
施
策
を
テ
コ

K
薪
炭
林
や
普
通
畑
か
ら
の
移

(3) 

行
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
」
と
す
る
元
木
靖
(
一
九
七
四
)
の
粟
栽
培
地
域
の

転
換
簿
造
に
鳴
す
る
研
究
と
、
向
じ
〈
福
井
県
三
方
町

k
h
g
け
る
悔
栽
培
の
小

規
模
産
地
形
成
に
か
か
わ
る
主
要
条
件
と
し
て
、
農
業
構
造
改
善
事
業
を
は
じ

ヘ
ハ
出
)

め
一
連
の
行
政
抱
策
を
重
視
す
る
水
島
一
雄
(
一
九
七
六
)
の
研
究
を
、
収
録

し
得
た
に
す
ぎ
左
い
。

加
士
資
本
と
農
政
を
か
ら
め
た
農
業
地
域
論

K
は
、
十
勝
平
野
の
製

(
M
W
)
 

糖
資
本
と
て
ん
菜
生
産
地
域
の
動
向
を
分
析
し
た
田
中
紀
彦
(
一
九
六
五
)
と

を
な
、

山
形
県
村
木
沢
に
な
げ
る
ホ
ッ
プ
栽
培
地
域
の
形
成
機
構
を
考
察
し
た
長
岡
顕

(
4
)
 

(
一
九
七

O
)
の
佳
作
が
る
る
。
両
論
文
と
も
部
分
的
も
し
く
は
補
足
的
左
扱

い
方
で
あ
る
が
、

田
中
は
吉
田
農
層
闘
の
要
請

K
こ
た
え
て
発
足
し
た
農
業
構
造
改

善
事
業
を
契
機
と
す
る
負
債
農
家
の
発
生

l
l
農
民
署
の
分
解
|
|
離
農
の
発

生
等
の
連
鎖
的
マ
イ
ナ
ス
現
象
を
指
摘
し
、
長
岡
は
一
九
六

O
年
以
降
、
企
業

サ
イ
ド
の
助
成
策
げ
れ
か
わ
っ
て
農
協
資
金
が
導
入
さ
れ
た
と
と
、
地
方
自
治
体

の
行
政
指
導
が
産
地
形
成
の
補
強
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た
と
と
な
ど
を
報
告
し

21 

て
い
る
o

加
工
資
本
の
動
向
に
着
目
し
た
上
記
論
文

K
対
し
て
、
萄
社
系
資
本

の
地
域
支
配
機
構
に
関
す
る
考
究
は
、
鹿
児
島
県
笠
野
原
台
地
で
の
高
級
果
菜

(
位
)

の
契
約
栽
培
に
つ
い
て
寸
報
し
た
筆
者
以
外
陀
は
、
ま
だ
左
さ
れ
て
い
4

な
い
よ

う
で
あ
J

ブ
Q

Q

生

三
、
米
生
産
調
整
政
策
の
展
開
と
農
業
地
理
学

一
九
七

O
年
以
降
の
米
生
産
調
整
政
策
の
展
開
に
よ
っ
て
、
水
回
日
水
稲
と

い
う
土
地
利
明
上
の
固
定
的
関
係

K
大
き
な
動
揺
を
き
た
し
た
と
と
か
ら
、

土

地
利
用
。
変
化
や
農
業
地
域
の
再
編
成
要
因
と
し
て
政
冶
・
行
政
に
対
す
る
関

心
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
九
七

O
年
春
季
日
本
地

米
生
産
調
整
の
問
題
を
最
初
と
り
あ
げ
た
の
は
、

理
学
会
で
、
富
山
平
野
の
地
域
再
編
動
向

K
つ
い
て
米
価
措
置
や
減
反
政
策
を



(
円
相
)

か
ら
め
て
展
望
し
た
北
林
吉
弘
(
一
九
七

O
)
、

な
よ
び
北
陸
米
作
地
域
の
米

生
産
調
整
政
策

K
対
す
る
地
域
的
対
応
を
と
り
あ
げ
、
地
域
的
配
慮
を
欠
い
た

(
叫
)

減
反
政
策
の
不
当
性
を
指
摘
し
た
金
崎
肇
ほ
か
三
名
(
一
九
七
一
)
等
の
富
山

地
理
学
会
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

乙
の
グ
ル
ー
プ
の
米
生
産
調
整
政
策
に
対
す

る
敏
感
左
反
応
と
問
題
意
識
の
強
さ
と
は
、

土
地
基
盤
整
備
事
業
の
展
開
を
背

景
と
す
る
水
稲
省
力
技
術
体
系
の
確
立
が
、
高
度
経
済
成
長
下
の
富
山
平
野
水

田
農
村
に
労
働
力
配
分
上
の
バ
ラ
ン
ス
と
、
相
対
的

K
有
利
左
所
得
機
会
を
与

え
て
い
た
と
と

K
由
来
す
る
も
の
で
る
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
減
反
政
策
乙
そ

高
度
経
済
成
長
下
の
兼
業
農
村
の
存
在
基
盤
を
な
び
や
か
し
、
富
山
平
野
の
都

市
と
農
村
の
共
存
濁
係

K
破
た
ん
を
も
た
ら
す
、

と
い
う
共
通
の
地
域
認
識
の

所
産
で
あ
ろ
う
。

乙
の
頃

断
片
的
で
は
あ
る
が

筆
者

九
七(
-45 

も
中
JlI 
水
系
見
沼
代

用
水
地
域
を
例
に
、
減
反
政
策
と
専
業
余
水
の
発
生
機
構
に
つ
い
て
定
量
的
な

(

必

)

推
論
を
試
み
た
。
そ
の
後
一
九
七
四
年

K
も
、
児
島
湾
干
拓
農
村
に
な
け
る
農

業
地
域
性
の
形
成
と
そ
の
変
質
過
程

K
つ
い
て
考
察
し
た
際

K
、
変
貌
の
条
件

と
み
ら
れ
る
米
生
産
調
整
政
策
を
と
り
あ
げ
、
干
拓
水
田
の
土
地
所
有
関
係
と

(
幻
)

士
地
利
用
転
換
を
視
点
に
検
討
を
し
た
。
さ
ら
に
一
九
七
六
年

K
は
、
地
下
水

位
の
低
下
や
減
反
政
策
を
契
機
と
す
る
天
竜
川
下
流
沿
岸
農
村
に
な
け
る
行
政

主
導
型
の
農
業
再
編
動
向
を
分
析
す
る
左
か
で
、
総
合
農
政
下
の
農
民
的
努
力

と
地
方
自
治
体
の
行
政
能
力
で
は
克
服
し
得
左
い
限
界
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
左
ど
、
努
め
て
「
政
策
と
地
域
形
成
」
の
問
題

K
と
り
く
ん
で
き
た
。

北
上
盆
地
西
部
山
麓
の
大
規
模
開
田
地
域

K
成
立
し
た
稲
作
協
業
生
産
組
織

の
展
開
条
件
ゃ
、
滅
反
政
策
に
よ
る
協
業
生
産
方
式
の
変
貌
過
程
の
分
析
を
と

な
し
て
、
行
政
レ
ベ
ル
の
農
業
投
資
と
農
業
地
域
形
成
と
の
関
連
を
明
ら
か
に

(
必
)

し
よ
う
と
し
た
一
冗
木
靖
(
一
九
七
二
)
の
研
究
も
、
松
井
貞
雄
の
一
連
の
研
究

と
と
も

K
、

乙
の
分
野
の
研
究
レ
ベ
ル
を
構
成
す
る
作
品
と
い
え
る
。

「
地
理

尚
子
の
主
要
な
研
究
対
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
地
域
は
、
今
日
、
農
業
政
策
と

の
関
連
を
無
視
し
て
論
ず
る
ζ

と
は
で
き
念
い
」
と
す
る
彼
は
、

そ
の
後
も
岩

手
県
を
例

K
生
産
調
整
下
の
地
域
的
動
向
を
と
ら
え
、
対
応
の
特
殊
性
と
特
殊

(
約
)

性
自
体

K
内
在
す
る
地
域
性
を
明
ら
か

K
し
(
一
九
七
六
て
ま
た
翌
一
九
七

へ
O)
七
年

K
は
、
霞
ヶ
浦
湖
岸
低
地
の
蓮
根
波
培
に
つ
い
て
稲
作
か
ら
の
転
換
構
造

の
解
明
を
す
る
左
ど
、
着
実

K
業
績
を
積
ん
で
い
る
。

米
生
産
調
整
政
策
は
、
北
海
道
や
山
村
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
米
作
限
界
地
で
の

著
し
い
後
退
、

西
日
本
の
低
落
と
東
北
日
本
の
躍
進
に
み
ら
れ
る
米
作
地
域
の

分
化
、
水
回
転
作
を
契
機
と
す
る
商
品
生
産
の
地
域
的
集
中
と
分
化
な
ど
に
よ

っ
て
、
本
邦
農
業
生
産
力
の
地
域
的
配
置
に
大
き
左
変
動
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

ま
た
、
水
稲
作
付
面
積
の
減
少
と
、
農
業
所
得
水
準
の
低
下
を
プ
ッ
シ
ュ
要
因

- 22ー

と
す
る
東
北
水
田
単
作
農
村
か
ら
の
出
稼
の
増
加
の
長
期
化
、

‘
な
ら
び
に
都
市

近
郊
水
田
農
村

K
な
け
る
二
種
兼
業
の
深
ま
り
は
、
農
業
(
農
村
)
の
地
域
性

げ
い
も
新
た
左
変
化
を
付
与
す
る
と
と

K
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
研
究
の
多
く
は
、

エ
リ
ア
意
識
の
(
日
)

高
ま
り
を
背
景
に
し
た
農
業
経
営
経
済
学
領
域
の
研
究
者

K
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

農
業
地
理
学
サ
イ
ド
か
ら
の
追
求
は
、

一
九
七
六
年
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
日
本
の
果
樹
農
業
地
域
」
で
の
オ

l
ガ
ナ
イ
ザ

l

・
長
谷
川
典
夫
の
こ
と

さ
ら
の
提
案
「
東
北
日
本

K
な
い
て
は
水
田
農
業
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
無
視

し
て
果
樹
農
業
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
左
い
。
し
た
が
っ
て
一
九
七

O
年
以
降

(

臼

)

の
米
生
産
調
整
政
策
の
影
響

K
留
意
し
て
討
論
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
」
が

象
徴
す
る
よ
う

K
、

よ
う
や
く
そ
の
緒

K
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。



む
す
び

一
九
六

O
年
以
降
の
農
業
と
農
民
を
と
り
ま
く
社
会
・
経
済
的
環
境
の
変
化

は
、
ひ
と
ま
ず
は
定
型
化
し
た
か
に
み
え
た
農
業
の
生
産
構
造
と
生
産
活
動
の

地
域
的
配
置
に
、
大
台
」
左
変
動
を
な
よ
ぽ
す
と
と
は
左
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向

を
反
映
し
て
、
農
業
地
理
学
界
の
潮
流
に
も
「
農
業
地
域
の
形
成
(
再
編
成
)

や
曲
賞
業
地
域
構
造
の
変
化
」
に
分
析
の
視
点
を
す
え
た
研
究
が
増
加
す
る
と
と

も
に
い
、
価
格
政
策
か
ら
構
造
政
策
へ
の
農
政
基
調
の
転
換
を
契
機
花
、

「
政
策

，l-

形
成
」
と
い
う
新
ゃ
ん
な
領
域
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
左
っ
た
。

一
政
策
と

形
或
一
げ
ν

一
喝
す
る
研
究
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の
地
域
効

果
の
介
析
を
手
は
じ
め
に
、
一
九
六
五
年
頃
か
ら
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

農
業
地
理
学
の
左
か
に
は
っ
き
り
し
た
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
在
る
の
は
、
第

一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
の
普
及
率
が
高
ま
る
一
九
六
八

1
七

O
年
前
後
に
か

け
て
で
あ
っ
た
。

乙
れ
?
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
選
択
的
拡
大
生
産
の
重

点
的
対
象
部
門
で
る
る
酪
農
・
果
樹
・
施
設
閣
芸
の
地
域
形
成
比
鳴
す
る
論
考

と
、
米
生
産
調
整
政
策
の
展
開

K
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
が
増
加
を
示

し
た
。「

政
策
と
地
域
形
成
」
と
い
う
新
研
究
領
域
は
、
領
域
個
有
の
性
格
に
規
定

さ
れ
て
、

施
策
対
象
作
目
部
門
心
主
意
地
形
成
論
を
中
心
に
展
開
を
み
る
こ
と

し
か
も
と
れ
ら
諸
部
門
の
う
ち
酪
農
・
果
樹
阿
部
門
で
は
、
主
産
地

に
ま
る
。

形
成
に
か
か
わ
る
加
工
資
本
の
影
響
力
が
極
め
て
大
き
い
ζ

と
か
ら
、

乙
れ
と

政
策
と
を
交
絡
き
せ
た
研
究
動
向
が
特
徴
的
で
事
っ
た
。
同
時
に
主
産
地
形
成

機
構
の
多
一
厄
性
と
複
合
性
が
か
ら
ん
で
、
地
域
形
成
要
因
と
し
て
の
農
業
政
策

の
位
置
づ
け
は
、

人
忙
よ
っ
て
著
し
く
軽
重
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

地
策
対
象
作
目
部
門
の
主
産
地
形
成
論

K
つ
い
で
、
水
稲
生
産
情
造
の
変
貌
、

と
り
わ
け
生
産
組
織
の
再
編
成
に
関
す
る
研
究
が
多
〈
み
ら
れ
た
。
水
稲
生
産

の
地
域
的
組
後
化
を
中
心
と
す
る
と
の
分
野
の
研
究
は
、
都
市
近
郊
水
田
農
村

の
合
理
的
存
在
形
態
を
模
索
す
る
も
の
と
、
農
民
一
種
の
分
化
・
分
解
論
に
帰
着

す
る
も
の
と
に
大
別
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
生
産
力
視
点
か
ら
の
接

近
が
大
勢
を
占
め
、
農
村
社
会
学
的
左
考
察
や
地
域
構
造
論
的
念
試
論
は
、
例

外
的
と
も
い
え
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、

乙
れ
ら
の
研
究
を
と
な
し
て
、

農
業
と
農
村
の
地
域
性
の
解
明

K
ま
で
考
察
を
進
め
た
作
品
も
ど
く
一
部
で
あ

っ
た
。

き
い
ど
に
「
政
策
と
地
域
形
成
」
に
鳴
す
る
研
究
上
の
問
題
点
を
ど
く
大
ま

か
K
整
理
し
て
、
今
後
の
研
究
課
題
の
提
示
に
か
え
た
い
。

問
題
点
の
ひ
と
つ
は
、

地
域
構
造
論
的
な
研
究
事
例
が
少
左
い
だ
け
で
な
く
、

「
政
策
と
地
域
形
成
」
に
関
す
る
分
析
の
視
角
に
、
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「
地
域
分
化
」
と
い
う
問

題
意
識
が
不
鮮
明

K
し
か
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
農
政
の

展
開
が
個
別
経
営
の
経
営
経
済
的
条
件
代
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
具
体
的
に
把

握
し
、

乙
れ
を
ふ
ま
え
て
農
業
地
域
の
形
成
と
農
業
地
域
構
造
の
変
化
に
論
及

す
る
と
い
う
、

よ
り
経
営
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
ら
ず
し
も
徹
底
し
て
い

設
い
こ
と
げ
い
も
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
は
広
羊
衰
の
農
業
地
域
論
の
体
系

化
に
と
っ
て
、
地
域
形
成
論
と
地
域
構
造
論
の
間
を
有
機
的
に
接
合
す
る
紐
帯

と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
多
元
的
左
地
域
形
成
要
因
の
な
か
か
ら
、

政
策
機
能
を
分
別
す
る
た
め

K
も、

不
可
欠
の
手
法
だ
か
ら
で
あ
る
o

小
地
域
を
対
象
と
し
た
個
体
発
生
的

き
ら
げ
い
総
括
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、

友
一
事
例
研
究
の
段
唱
を
出
て
い
左
い
こ
と
、

し
た
が
っ
て
研
究
成
果
の
体
系
化
・

一
般
化
に
未
着
手
で
あ
J

る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
が
で
き
る
。

と
り
と
と
は
長

業
地
理
学
全
般
に
対
し
て
も
す
で
に
再
三
指
摘
さ
れ
て
き
た
問
題
点
で
あ
る
が
、



と
り
わ
け
で
「
政
策
と
地
域
形
成
」
は
、
新
ら
し
い
研
究
領
域
だ
け
に
と
の
傾

向
が
顕
著
で
る
る
。
と
も
あ
れ
、
体
系
化
・
一
般
化
の
必
要
性
は
時
聞
の
経
過

且
一
塁
と
業
績
の
蓄
積
量

K
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
ζ

れ
ら
の
点

も
早
晩
取
り
組
ま
左
け
れ
ば
左
ら
左
い
課
題
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
か
り

K

百
歩
を
ゆ
ず
っ
た
と
し
て
も
、

「
政
策
と
地
域
形
成
」
問
題
と
と
れ

K
関
す
る

る。研
究
成
果
を
、
単
な
る
史
的
研
究
の
素
材

K
終
ら
せ
て
は
左
ら
な
い
は
ず
で
あ

(
専
修
大
学
文
学
部
)

註
(

1

)

 

新
井
鎮
久

大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報

「
野
洲
川
上
流
域
k
h
v
け
る
農
業
経
営
と
省
力
化
の
問

2 
¥J  

高
橋
正
明

題
」

頁

(
3
)
 

松
井
貞
雄

芯
」九

頁

(
4
)
 

川
上
誠

学
年
報

(
5
)
 

川
上
誠

理
学
年
報

(
6
)
 

三
上
美
智
子

一
二
巻
二
号

(

7

)

 

「
戦
後
農
政
の
展
開
と
農
業
地
理
学
の
動
向
」

専
修

(
一
九
七
八
)

一一一

1
二
O
頁

人
文
地
理

二
O
巻
六
号

(
一
九
六
八
)

八
四

1
九
六

「
中
京
地
方
k
h
F
け
る
都
市
化
と
近
郊
農
村
地
域
の
対

経
済
地
理
学
年
報

一
四
巻
一
号

(
一
九
六
八
)

「
蒲
原
平
野

k
h
v
け
る
水
稲
生
産
の
動
向
」

経
済
地
理

一
五
巻
一
号

(
一
九
六
九
)

四
二

1
六
一
一
員

「
稲
作
生
産
組
織
の
変
遷
と
類
型
化
の
試
み
」

経
済
地

巻

号

(
一
九
七
五
)

七
三

1
七
四
頁

「
開
田
と
稲
作
生
産
組
織
」

経
済
地
理
学
年
報

(
一
九
七
五
)

三
八

1
五
九
頁

水
岡
不
二
雄
・
笠
間
悟

経
済

「
農
業
生
産
組
織
と
農
業
経
営
」

地
理
学
年
報

巻

ぢ

三
七

i
五
三
頁

(
一
九
七
六
)

(
8
)
 

長
岡
顕

「
十
勝
農
業
の
動
態
・
離
農
の
社
会
構
造
」

日
本
地
理

学
会
予
稿
集

(
一
九
七
六
)

O 

四
三
四

1
四
三
五
頁

(

9

)

 

進
藤
賢

「
十
勝
地
方
k
h
v
け
る
農
業
生
産
法
人
と
農
地
問
題
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集

O 

(
一
九
七
六
)

四
三
五

1
四
三

六
頁

(
凶
)

山
本
正
三

「
農
業
の
空
間
構
造
」

地
理

一
五
巻
一
号

九
七

O
)

六
六

1
七
一
頁

(

日

)

北
林
吉
弘
・
新
藤
正
夫
・
竹
内
伸
一
・
須
山
盛
彰

「
砺
波
平
野
と

濃
尾
平
野
の
大
規
模
米
作
の
成
立
基
盤
の
比
較
研
究
」

日
本
地
理

学
会
予
稿
集

(
一
九
七
三
)

一
四
五

1
一
四
六
貰

四

新
藤
正
夫
・
須
山
盛
彰
・
中
山
実
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「
大
型
圃
場
整
備
後
の
農
業
と

農
村
の
変
容
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
ー

O 

(
一
九
七
六
)

四
一
一

1
四
一
二
頁

新
藤
正
夫
・
須
山
盛
彰

「
富
山
平
野

k
b
け
る
薗
場
整
備
事
業
と

稲
作
農
業
の
機
械
化
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集

(
一
九

七
七
)

一O
八
頁

新
藤
正
夫
・
須
山
盛
彰
・
中
山
実

「
砺
波
市

k
b
け
る
農
業
機
械

化
銀
行
の
成
立
と
そ
の
背
景
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集

(
一
九
七
七
)

一
四

0
1
一
四
一
頁

(ロ)

「
射
水
平
野

k
h
v
け
る
地
域
形
成
力
と
し
て
の
行
政
施

新
井
鎮
久

策
」

巻

号

九

(
一
九
七

O
)

東
北
地
理

頁

(
日
)

「
首
都
圏
に
な
け
る
農
業
構
造
改
善
事
業
の
特
色
」

新
井
鎮
久



東
北
地
理

(
一
九
七

O
)

一
四

0
1
一
四
七
頁

一
一
一
一
巻
三
号

(

H

)

 

阿
部
和
夫

「
砂
鉄
川
流
域
の
土
地
改
良
と
農
業
の
変
貌
」

東
北

地
理

二
二
巻
四
号

一
九
七

1
二

O
二
頁

(
一
九
七

O
)

(

日

)

「
市
街
化
地
域
の
拡
張
と
農
業
水
利
秩
序
の
行
政
的
再

新
井
信
男

編
成
過
程
」

経
済
地
理
学
年
報

一
九
巻
一
号

(
一
九
七
三
)

二
九

1
四
三
頁

(
日
)

「
黒
部
川
一
扇
状
地
に
な
け
る
農
業
水
利
の
空
間
構
成
」

田
林
明

地
理
学
評
論

四
七
巻
二
号

八
五

1

一O
O頁

(
一
九
七
四
)

(
口
)

山
本
正
三
・
田
林
明

「
黒
部
川
扇
状
地

k
h
v
け
る
農
村
の
変
貌
」

人
文
地
理

(
一
九
七
五
)

三
三

1
五
七
頁

二
七
巻
六
号

(
時
)

補
助
金
政
策
な
よ
び
融
資
措
置
の
な
も
左
も
の

K
つ
い
て
列
記
す
る

と
、
酪
農
振
興
法
(
一
九
五
四
)
、
果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法

(
一
九
六
一
)
、
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
(
一
九
六
六
)
、
畜
産
物

価
格
安
定
法
(
一
九
六
一
)
な
ら
び

K
農
業
近
代
化
資
金
助
成
法

(
一
九
六
一
)
、
農
業
改
良
資
金
助
成
法
(
一
九
六
四
)
左
ど
が
あ

る。

(
凶
)

基
本
法
農
政
の
一
環
と
し
て
一
九
六
一
年
に
発
足
し
た
開
拓
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
は
、
農
業
構
造
の
改
善
と
自
立
経
営
の
育
成
を
指
向
す
る

農
用
地
開
発
事
業
で
あ
り
、
従
来
の
戦
後
開
拓
と
は
ま
っ
た
く
異
質

の
性
格
を
与
え
ら
れ
た
開
拓
で
あ
る
。
念
会
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

K
よ
る
農
用
地
開
発
に
対
し
て
、
酪
農
振
興
法
の
制
定
を
受
け
、
牧

野
改
良
事
業
と
し
て
発
足
し
た
の
が
、

い
わ
ゆ
る
、
草
地
改
良
事
業

(
一
九
六
三
)
で
あ
る
。

(
却
)

加
工
資
本

K
と
っ
て
の
採
算
価
格
(
取
引
価
格
)
と
政
策
理
念
上
の

基
準
価
格
(
保
証
価
格
)
と
の
差
額

K
つ
い
て
補
填
す
る
制
度
で
あ

る
。
酪
農
の
場
合
、

一
九
六
六
年
に
加
工
用
原
料
乳
を
対
象
と
す
る

不
足
払
制
度
(
加
工
用
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
暫
定
措
置
法
)
の
実

施
を
み
た
。

と
の
ほ
か
、

「
野
菜
の
生
産
な
よ
ぴ
出
荷
の
安
定
等

K

関
す
る
法
律
(
一
九
六
六
)
」
、

九
六
三
)
」
、
「
卵
価
安
定
基
金
制
度
(
一
九
六
六
)
」
な
ど
も
不

「
子
豚
価
格
安
定
基
金
制
度
(
一

足
払
制
度
の
一
種
で
あ
る
。

(
幻
)

「
十
勝
平
野

k
h
v
け
る
酪
農
の
発
展
過
程
」

東
北
地

葛
西
大
和

理

(
一
九
七

O
)

一一一一八

1
一
三
九
頁

巻

号

(
泣
)

「
大
都
市
近
郊
に
な
け
る
大
規
模
酪
農
の
動
向
」

山
本
公
之

(
一
九
七
一
年
臼
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
)

地
理
学
評
論

四
四

巻
六
号

(
一
九
七
一
)
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三
九
一
頁

(
お
)

「
日
本

k
h
g
け
る
生
乳
の
生
産
配
置
の
検
討
」

経

山
口
不
二
雄

済
地
理
学
会
年
報

(
一
九
七
三
)

一
1
二
八
頁

一
九
巻
一
号

(
M
)
 

塚
田
秀
雄

「
上
サ
ロ
ベ
ツ
周
辺
の
開
拓
と
酪
農
」

人
文
地
理

二
三
巻
三
号

(
一
九
七
一
)

一一一一一一

1
二
六
七
頁

(
出
)

「
農
業
開
発
と
工
場
誘
致
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集

石
原
照
敏

八

(
一
九
七
五
)

二
一
二
ニ

1
一
三
四
頁

/司、

26 
、~

「
富
士
山
西
麓

k
h
u
け
る
酪
農
業
の
実
態
」

島
方
洗
一
・
中
田
春
男

日
本
地
理
学
会
予
稿
集

(
一
九
七
七
)

一
一
八

1
一一

九
頁

(
幻
)

「
北
海
道
農
業
の
地
域
性
と
漸
移
帯
」

地
理

一
八
巻

内
田
実

八
号

(
一
九
七
三
)

五
四
頁

，--句、

28 
、.-/

揚
村
洋
一
郎
・
河
野
敏
明
・
徳
江
裕

「
大
規
模
畜
産
団
地
計
画

K



七 か
け
る
地
理
学
的
考
察
」

四
一
九

1
四
二

O
頁

(
m
m
)
 

松
井
貞
雄

理

(
初
)

松
井
貞
雄

四
巻
四
号

(
泊
)

松
井
貞
雄

地
理
学
評
論

(
担
)

沢
田
裕
之

三A
口問

(
日
)

赤
川
泰
司

地
理
学
評
論

頁

(
M
)
 

赤
川
泰
司

一
九
巻
一
二
号

(
お
)

太
田
理
子

報

(
持
)

加
藤
武
夫

日
本
地
理
学
会
予
稿
集

五

(
一
九

「
三
河
高
原
商
部
地
域
の
園
芸
と
近
郊
化
」

人
文
地

二
ニ
巻
一
号

(
一
九
七

O
)

二一

1
二
三
頁

「
温
室
薗
芸
地
域
の
特
産
地
化
」

地
理
学
評
論

(
一
九
七
一
)

二
五
一
頁

「
筒
山
県

k
h
v
け
る
混
室
ブ
ド
ウ
園
芸
地
域
の
変
容
」

四
七
巻
一
号

(
一
九
七
四
)

一
四

1
一
九
頁

「
神
奈
川
県
秦
野
市
の
花
井
温
室
園
芸
」

地
理
学
評

四
五
巻
八
号

(
一
九
七
二
)

三
五
二

i
三
五
回
頁

「
九
十
九
里
平
野

k
h
v
け
る
施
設
園
芸
(
第
一
報
)
」

四
四
巻
四
号

(
一
九
七
一
)

二
五
四

i
二
七

O

「
千
葉
県
南
一
房
一
総

K
な
け
る
農
業
の
動
向
」

地
理

(
一
九
七
四
)

一
三

1
一
五
頁

「
産
量
一
大
半
島
赤
羽
町
の
農
業
構
造
」

経
済
地
理
学
年

巻

号

(
一
九
七
七
)

頁

「
南
佐
久

k
h
u
け
る
高
冷
地
野
菜
の
主
産
地
」

号 九
六
五
年
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
)

思

O
七
頁

(
幻
)

市
川
健
夫

(
一
九
七
四
)

(
お
)

一
冗
木
矯

地
理

地
理
学
評
論

一
八
巻
六

(
一
九
六
五
)

「
高
冷
地
開
芸
農
業
の
動
向
」

士也
理

一
九
巻
七
号

一
一
一
八

1
一
三
一
頁

「
熊
本
県
内
陸
部

k
h
v
け
る
ク
リ
栽
培
の
発
展
」

東
北

巻

号

(
一
九
七
四
)

九
六

i

一O
七
頁

四

〈

お

)

水
島
一
雄

「
福
井
県
三
方
町

k
h
v
け
る
梅
栽
培
の
産
地
形
成
」

四
頁
日
本
地
理
学
会
予
稿
集

四

O
三

1
四

O

(川智

田
中
紀
彦

報

(

幻

)

長
岡
顕

日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
)

四
一
七
頁

九
七

O
)

(
必
)

新
井
鎮
久

地
環
境

(
何
日
)

北
林
吉
弘

(
一
九
七

O
年
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
)

四
二
四
頁

巻
七
号

(
必
)

(
一
九
七
六
)

「
製
糖
資
本
と
て
ん
菜
生
産
地
域
」

経
済
地
理
学
年

一
一
巻

(
一
九
六
五
)

一
三

1
三
二
頁

「
農
産
加
工
原
料
産
地
の
形
成
機
構
」

(
一
九
七

O
年

地
理
学
評
論

四
三
巻
七
号

〆鼻、、

「
畑
地
濯
瓶
事
業
と
限
界
地
農
業
」

地
域
農
業
と
立

(
一
九
七
七
)

大
明
堂

二
二
五

1
二
三
八
頁

「
富
山
平
野

k
h
v
け
る
地
域
再
編
成
の
動
向
と
将
来
」

地
理
学
評
論
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四

(
一
九
七

O
)

金
崎
肇
・
北
林
吉
弘
・
古
川
春
夫
・
須
山
盛
彰

地
理
学
評
論

「
北
陸
米
作
地
域

四
回
巻
一
一
一
号

k
h
g
け
る
生
産
調
整
政
策

K
対
す
る
地
域
的
対
応
」

八

O
三

1
八
二
五
頁

(
日
目
)

新
井
鎮
久

変
化
と
水
利
用
」

一
三

1
二
七
頁

(
必
)

新
井
鎮
久

専
修
人
文
論
集

(
幻
)

新
井
鎮
久

(
一
九
七
一
)

「
中
川
水
系
見
沼
代
用
水
地
域
に
な
け
る
土
地
利
用
の

地
理
学
評
論

四
五
巻
一
号

(
一
九
七
一

「
児
島
湾
干
拓
農
業
地
域
の
諸
特
性
と
そ
の
変
化
」

四

(
一
九
七
四
)

一
1
二
九
頁

「
天
竜
川
下
流
沿
岸
農
村

k
h
v
け
る
水
田
経
営
環
境
の

地
理
学
評
論

七
六
)

変
化
と
市
町
村
行
政
」

六
六
九

1
六
八
二
頁

四
九
巻
一

O
号

(
一
九



(
品
)

「
関
田
・
減
反
政
策
へ
の
対
応
か
ら
み
た
北
上
盆
地
西
部

元
木
靖

山
麓
地
域
の
農
業
の
変
容
過
程
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集

(
一
九
七
二
)

二
二

1
二
三
頁

(
ぬ
)

「
米
の
生
産
調
整
下
の
戦
後
関
田
地
域
」

一π
木
清

埼
玉
大
学
紀

要

(
一
九
七
六
)

七
一

1

一O
三
頁

社
会
科
学
一
編

四

(
叩
)

「
霞
ヶ
浦
湖
岸
低
地
の
蓮
根
栽
培
」

一
尤
木
靖

日
本
地
理
学
会
予

稿
集

(
一
九
七
七
)

二
二
八

1
二
二
九
頁

(
日
)

最
近
、

地
域
性
を
重
視
し
た
農
業
生
産
活
動
の
自
主
的
振
興
が
、

と
し
て
政
策
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、

振
興
計
画
の
単
位
空
間
と
し
て
の
「
地
域
」
に
対
す
る

関
心
が
、
農
業
経
営
経
済
学
と
農
政
の
両
面
で
急
速

K
高
ま
っ
て
い

る
。
左
hu
農
業
サ
イ
ド
の
「
地
域
」
な
よ
び
「
池
域
農
業
」
論
に
つ

い
て
は

農
業
と
経
済
(
一
九
七
六
|
一

0
・

)
左
ら
び

K
農

業
官
晴
氏
(
一
九
七
六

i
一
O
)
の
特
集
と
前
掲
註
(
位
)

一
i
二
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

( 

52 
J 

一
九
七
六
年
日
本
地
理
学
会
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
日
本
の

市
木
町
農
業
地
域
」
報
告

五

O
巻
三
号

地
理
学
評
論

一
五
一
頁

〔
書
評
〕

渡
辺
久
雄
著

木

の

世

界

土也

師偲
人
と
集
団
の
谷
間

本
書
は
三
部
に
分
れ
る
。
第

I
部
で
は
「
個
人
と
集
団
」
と
し
て
、

縄

主

、

三
、
郷
土
史
家
た
ち

i
個
人
の
価

張
り

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

値
の
題
の
も
と
に
、
著
者
の
見
開
や
体
験
を
通
し
て
注
目
す
べ
き
問
題
点
が
一
語

ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
縄
張
り
の
項
目
で
は
霧
社
事
件
を
事
例
と
し
て
異
文

化
を
理
解
す
る
ζ

と
の
困
難
き
が
、

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
山
村
の

小
集
団
の
中
氏
入
り
込
ん
だ
よ
そ
者
と
し
て
の
調
査
団
の
立
場
が
、
ま
た
、
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郷

土
史
家
た
ち

K
つ
い
て
は
郷
土
資
料
の
保
存
の
仕
方
や
共
同
調
査
の
あ
J
b
方
が
、

考
え
る
べ
き
一
端
と
し
て

し
か
も
乙
と
ど
と
し
い
議
論
と
し
て
で
左
く
、

き

ら
り
と
し
た
ヱ

y

セ
イ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
第

E
部
は
「
職
能
集
団
」
と

題
し
て
、

四
、
行
商
繁
昌
記

五
、
杜
氏
と
櫓
皮
師
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

乙

こ
で
は
じ
め
て
そ
れ
ま
で
の
定
着
社
会
と
し
て
の
ム
ラ
(
農
民
生
活
共
同
体
)

と
の
か
か
わ
り

K
な
け
る
移
動
生
活
者
の
一
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
行
商
は
現
代

的
形
態
の
う
ち
に
人
間
関
係
の
ヲ
な
が
り
が
活
き
て
い
る
姿
を
え
が
き
、
社
氏

や
槽
皮
師
た
ち
で
は
前
近
代
的
移
動
生
活
の
近
代
化
の
過
程
を
追
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
著
者
が
農
民
の
み
が
兼
業
と
い
う
一
言
葉
で
呼
ば
れ
、

そ
の
他
の
職
業
!
た
と
え
ば
会
社
員

l
k
従
う
者
が
株
や
穀
物
の
取
引
で
収
入

を
得
て
も
、

ζ

れ
を
兼
業
と
い
わ
な
い
の
は
何
故
か
と
問
う
て
い
る
乙
と
で
あ

る。




